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⑥－1 包装 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

包装も荷役と同様に補助機能を持っています。主要機能である輸配送を支援する役割です。 

包装は他の物流機能と密接な関係にあります。包装は生産の終点であると同時に物流の始点でもあります。そ

して、輸配送、保管、荷役、流通加工、情報とともに、物流活動を形成する一つの機能です。 
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２）包装の定義と種類 

 
 

 

 

 

 

 

包装の定義について確認します。 

包装とは、物品の輸送・保管・取引・使用などにあたって、その価値、および状態を維持するために適切な 

材料、容器などに物品を収納する事、およびそれらを施す技術、又は施した状態のことを包装と言います。 

包装は、個装・内装・外装の 3 種類に大別し、パッケージングとも言うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個装】とは、物品個々の包装で、物品の商品価値を高める為、又は物品個々を保護するために適切な材料、 

容器などを物品に施す技術、施した状態のことを言います。 

 

【内装】とは、包装貨物の内部の包装で、物品に対する水、湿気、光、熱、衝撃などを考慮して適切な材料、 

容器などを物品に施す技術、施した状態のことを言います。 

 

【外装】とは、包装貨物の外部の包装で、物品、又は包装物品を箱、袋、樽、缶などの容器に入れる、 

もしくは無容器のまま結束し、記号、荷印などを施す技術、施した状態のことを言います。 

外装はパッキングとも言います。 
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～それぞれの個装、内装、外装に対して、消費者包装と、輸送包装という機能があります。～ 

 

【消費者包装】とは、消費者がその商品を購入してから使用してしまうまでに必要な包装です。 

例えば、ギフト・プレゼントの包装があてはまります。 

 

【輸送包装】とは、消費者包装された製品を安全に流通させる上で、内容物の保護と個装を集積して荷扱いを 

容易にするための包装です。梱包とも言います。 

 

３）包装の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

包装の目的は、内容品、商品を保護することです。我々輸送に携わる身としては、重要な部分で。包装はガー

ドマンと言うこともできます。 

 

【内容品保護】は、外力からの保護、環境からの保護、そして対人間と分けることができます。 

 

【外力からの保護】には、傷つき、破損、こすれ、変形など。 

 

【環境からの保護】には、汚れ、吸湿、変質、発黴、虫害、鼠害など。 

 

【対人間】には、盗難防止、毒物混入防止、幼児保護などがあげられます。 
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また、取り扱いやすく、保管しやすい形にまとめることも目的です。 

その活動は、荷扱い、保管と輸送、販売の３つにわけることができます。 

荷扱いがしやすいように形状、寸法、重量、重心位置、取手の取り付け、不定形商品の定型化を行い、保管、

輸送をしやすい形にすること、そして、販売しやすい形にすることなどがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

包装で、販売促進効果とパッケージデザインによる情報提供ができるのです。 

ブランドマークやブランドカラーを使って目立ちやすくすること、品名、用途、識別等、内容表示をすること

ができます。 

身近なもので言うと、靴の箱でしょうか。 

箱を一目見ることで、どこのブランド、メーカーの物なのかが 

すぐにわかりますね。 
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荷扱いの条件付けをするということも上げられます。 

大きなものや重いものは、乱暴な荷扱いをされる可能性が少なくなります。 

大きさや重さに限らず丁寧な荷扱いをすることが大前提ですが、包装によって、より荷扱いが丁寧になる傾向 

にあります。 

 

 

 

そして、バージン性、新品性を保証することができます。 

「外装も商品である」これは顧客保護の観点となります。 

 

 

⑥－2 包装 
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コーヒーのフレッシュの容器、ポーションには工夫がされています。ミルクを入れて封をするときに、中身を 

圧縮することで開けたときに中身が飛び散らないように加工されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時、包装料金に関しては、コストが無視されることが多いですが、環境問題への配慮で変わりつつあり、 

過重包装は避ける傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

２）包装の材料と形態 
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こちらの表では、現在実用化されている包装形態を整理して示しています。 

 

一言で外装がダンボールと言っても緩衝材などに何が使われているかで内容品も変わってきます。 

緩衝材が、パルプモールド、発砲プラスチックのネットの場合は、農産物、果物、玩具等に使用します。 

緩衝材が、ダンボールの場合、家電品、日用品に使用。緩衝材が、発泡プラスチック等の場合、精密機器、 

情報機器などです。 

 

３）包装形態を左右する条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥－3 包装 
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上の図のように、ばら積みで荷台を満載にすれば積載効率はよくなります。ただし、重量がオーバーしない 

よう考える必要があります。しかし、ばら積みを行うには手間がかかり作業効率は落ちてしまいます。 

下の図のように、一貫パレチゼーションを採用すると作業効率は向上しますが積載効率が低下します。 

いちいち型パレット（1100×1100）の標準のパレットを使用すると１６枚積載することができますが、 

空きスペースが出ます。空きスペースには、手積みで積む等の工夫をすればもう少し積むことはできますが、 

単純に、いちいち型パレットを積んだ場合とバラで積んだ場合を比べるとそれだけの差が出るのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニットロード・システムとは、様々な荷姿の包装貨物を個別に扱うのではなく、パレットやコンテナなどの 

単位でユニット化することにより、輸送保管等、効率化する仕組みのことを言います。 

ユニットには、容器系、台車系、ボックス系、パレット系、コンテナ系などがあります。 

一般的には、パレチゼーション、コンテナリゼーションという言葉で表現されます。 

 

T11型パレット＝1100ｍｍ×1100ｍｍ 
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    JIS ユニットロード・システム通則（1995 年） 
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皆さんは、天気無用について正しく理解していますか？ 

天地無用を言葉の通りに読むと天地が無用、上下が関係ないととらえる人もいるかもしれませんが、 

正しくは天と地を必ず決める、正しい向きで運びなさい、という意味になります。 

ケアマークは注意書きです。輸送の品質を上げるために意味をしっかり理解し、必ず守りましょう。 

 

 

 

 


